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	秋の深まりとともに、学校生活や日々の学習にじっくり腰を据えて取り組む時期です。皆さんは、日頃の授業やテスト、部活動の振り返りをどのように行っているでしょうか？�
	そこで、本号では、「メタ認知」で伸びる中学生の考える力という話題を取り上げたいと思います。そもそも、メタ認知とは何ぞや？という話になります。私が５年前、三重中学校に勤務していた時、長崎大学教育学部附属中学校で研究していたもので、そのころから、世間一般的にも知れ渡るようになってきました。このメタ認知は、自己の学びや自分自身の客観的な判断に基づく自己啓発力につながります。�
	メタ認知とは？�
	学力向上、生活力向上、主体的に学ぶ態度・力の向上のために、もう一次元高いところから自分を見つめなおしてみよう。（ポジティブシンキングですね！）�
	「メタ認知ワーク」�

	つまり、「答え」を示すのではなく「問い」を投げることがメタ認知能力を高めるには最良の方法といえます。�
	例えば、「だって、あんた集中力の続かんやろうが！だけん、勉強しても身につかんとさ。少し休憩ば入れてやればとかとに・・・・」と保護者が話したとします。本人は、うなずいているかもしれませんが、すぐに答えを出したのでは、客観的な視点で、自己解決の課題を理解・認知できていないわけです。周囲が、すぐ解決策を与えるのではなく、どこまでは分かったかを確認したり、何が原因だと思うかと問いかけることが、自分で自分の状況を整理するトレーニングになります。訂正ノートや自己評価表は、単に記入するのではなく、客観的に自己分...�
	家庭でできる「メタ認知」を育む声かけ�

